
   

   応  募  用  紙 (記入例) （1/４） 
    「多摩産材をはじめとする国産木材を使った家づくり」コンクール 

 

１ 応募者 
 

 

応
募
者
１ 

ふ り が な 〇〇〇〇 〇〇〇〇 

氏   名（※１） 

□所有者 □設計者（※２） ☑工事施工者（※３） 

会社名：〇〇〇工務店 

代表者氏名：代表取締役 〇〇〇〇 

担当者所属・氏名：〇〇部〇〇課〇〇係・〇〇〇 〇〇〇 

住   所 
 〒〇〇△―▽〇△〇 

 〇〇市○○町〇〇丁目〇番〇号 

電 話 番 号 〇〇⁻〇〇〇〇⁻〇〇〇〇 

Eﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  〇〇〇〇＠〇〇〇.〇〇.〇〇 

連名の場合は以下に御記入ください。 

応
募
者
２
（
連
名
者
１
） 

ふ り が な 〇〇〇〇 〇〇〇〇 

氏   名（※１） 

□所有者 ☑設計者（※２） □工事施工者（※３） 

設計者氏名：〇〇〇〇〇（一級建築士） 

設計事務所名：〇〇〇〇設計事務所 

住   所 
〒〇〇△―▽〇△〇 

 〇〇市○○町〇〇丁目〇番〇号 

電 話 番 号 〇〇⁻〇〇〇〇⁻〇〇〇〇 

E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 〇〇〇〇＠〇〇〇.〇〇.〇〇 

 

応
募
者
３
（
連
名
者
２
） 

ふ り が な 〇〇〇〇 〇〇〇〇 

氏   名（※１） 

☑所有者 □設計者（※２） □工事施工者（※３） 

 

〇〇〇〇 〇〇〇〇 

住   所 
〒〇〇△―▽〇△〇 

 〇〇市○○町〇〇丁目〇番〇号 

電 話 番 号 〇〇⁻〇〇〇〇⁻〇〇〇〇 

E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 〇〇〇〇＠〇〇〇.〇〇.〇〇 

※１ 法人の場合は、法人名、代表者氏名及び担当者氏名を御記入ください。 

※２ 設計者については、建築士資格（一級、二級、木造）及び建築事務所名も御記入ください。 

 ※２，３  リフォームの場合、関係する資格等もご記入ください。 



   

応  募  用  紙 (記入例) （２/４） 
「多摩産材をはじめとする国産木材を使った家づくり」コンクール 

  

２ 住宅概要 
 

概 
 

要 
 

住宅の 

キャッチフレーズ 
こだわりのすまい（光と風と木の香り、吹抜けのある家） 

建築場所 〇〇市〇〇町〇〇丁目〇番〇号 

用途地域        第１種低層住居専用  地域 （地域名を御記入ください。） 

防火・準防火地域 

防火地域   準防火地域   指定なし 

（いずれかに○を付けてください。） 

敷地面積  〇〇〇，〇〇 ㎡ 

用途 

専用住宅  併用住宅（     ） 別荘  共同住宅  

その他（      ）（いずれかに○を付けてください。） 

構造・階数 木造２階建て 

建築面積  〇〇〇，〇〇 ㎡ 

延べ面積（※1） 

 〇〇〇，〇〇 ㎡ （地下１階     ㎡） 

（１階  〇〇，〇〇㎡） 

（２階  〇〇，〇〇㎡） 

           （３階       ㎡） 

工事完了年月日 平成 30 年  7月  30日 番号（〇〇〇〇〇〇〇〇〇）号 

建築確認済証  平成〇〇年〇〇月〇〇日 番号（〇〇〇〇〇〇〇〇〇）号 

検査済証  あり   なし     （いずれかに○を付けてください。） 

工事費（※２） 〇〇〇，〇〇〇 千円（土地代、外構工事は含まない。） 

木材の調達先業者名 〇〇〇〇製材所 

二次審査（現場審査） 

現地立入りの所有者同意の可否 

□ 外観のみ可  ☑ 外観及び内部立入り可 

□ 不可 

※1：ペントハウス等があるときは、余白に御記入ください。 

※２：工事費は未記入でも結構です。工事費以外は全て御記入ください。  

  



   

応  募  用  紙 （記入例）  （３/４） 
「多摩産材をはじめとする国産木材を使った家づくり」コンクール 

 
○ 募集要項６（３）主な審査項目 ア 多摩産材又は国産木材の使用状況 

多
摩
産
材
ま
た
は
国
産
木
材
の
使
用
状
況 

部材名 

使用の有無 
 

○又は×を  
記入してく   
ださい。 

材が 
見えるか 

 
○又は×を  
記入してく   
ださい。 

見える 
材の数 

 
材の本数を 
記入してく   
ださい。 

備考欄 

（部屋名、木材産地、使用量等を記入） 

柱 〇 〇 2 本 

【居室】 

通し柱に多摩産材直径○○○ｃｍを

使用 

梁 × × 0 本 
 

 

床 〇 〇  
【居室】 

一階床に多摩産材約○○㎡を使用 

壁 〇 〇  

【居室】 

腰壁（高さ 1100㎜程度）に多摩産材使

用 

天井 〇 〇  
【居室】 

天井に○○県産材使用 

造作材 〇 〇  
【居室】 

壁面本箱に○○県産材使用 

下地材等 〇   
【居室】 

壁面ボード下地に○○県産材使用 



   

応  募  用  紙 （記入例）  （４/４） 
「多摩産材をはじめとする国産木材を使った家づくり」コンクール 

 
○ リフォーム概要 

 
※１：建築確認が必要なリフォームの場合にご記入ください。  

※２：建築確認が必要なものについては検査済み年月日をご記入ください。  

※３：工事費は未記入でも結構です。工事費以外は、該当する項目はすべてご記入ください。 

※４：リフォーム部位が共同住宅共用部の場合、共同住宅共用部分の全面積をご記入ください。 

※５：リフォーム部位の床面積とは、多摩産材又は国産木材を使用してリフォームをした部屋

の床面積です。  

 

リ
フ
ォ
ー
ム
の
状
況 

新耐震基準と同

等の耐震性 

(いずれかに○) 

・耐震性あり 

・耐震性無 

・わからない 

【耐震性ありの場合、いずれかに〇】 

・新耐震基準の建築物    ・耐震診断により確認済み 

・耐震性不足を既に改修済み ・今回耐震改修を行った 

リフォームの建

築確認の有無等 

(いずれかに○) 

・有 

・無 

・対象外 

建築基準法 

関係法令への適合 

(いずれかに○) 

・適合している ・適合していない 

既存不適格建築物の場合は、「適合している」とする 

建築確認済 証 ※１ 平成 29 年７月 30 日   番号（〇〇〇〇〇〇〇）号 

工事完了年月日 ※２ 平成 30 年６月 25 日   番号（〇〇〇〇〇〇〇）号 

検 査 済 証 ※２ 
 

あり  なし  （いずれかに○を付けてください。） 

工  事  費 ※３ 〇〇〇，〇〇〇 千円 

木材の調達先事業者名 
 〇〇〇〇製材所 

増減築の有無 

(いずれかに○) 

及び増減築面積 

・有 

・無 

増築   9 ㎡ 

減築      ㎡ 

共同住宅占有面積 

【共同住宅共用部面積】 

 ※４ 

         ㎡ 

【       】㎡ 

 

     ※５ 

リフォーム部位 

(該当するもの 

全てにチェック) 

【床面積】(㎡) 

☑①居室  □②台所  □③浴室  □④便所  □⑤洗面所 

【 20 ㎡】 【   】  【   】  【   】 【   】 

□⑥廊下  □⑦階段  □⑧玄関  □⑨エクステリア  

【   】 【   】 【   】 【   】 

□⑩共同住宅共用部分    

ｴﾝﾄﾗﾝｽ【    】 廊下【    】 集会室等【    】 

□⑪その他（          ） 

【    】 


